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きれいに染まるかな？きれいに染まるかな？

広報広報
題字　作家　水上　勉　

型友禅染付け体験（名田庄小学校学級PTA活動）

「
今
月
号
は
A
E
D
の
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

書
い
て
あ
る
よ
。
も
う
読
ん
だ
？
」

「
ま
だ
だ
よ
。
A
E
D
っ
て
何
な
の
？

さ
っ
そ
く
読
ん
で
み
よ
っ
と
。」
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「AED」って？
心臓の心室が小刻みに震え、全身に血液を送ることができなくなる心室細動等の致死性の

不整脈の状態を、心臓に電気ショックを与えることにより、正常な状態に戻すための器械。

“Automated External Defibrillator”の頭文字をとったもので、自動体外式除細動器ともい

う。

呼
吸
停
止
・
心
停
止
し
た
傷
病
者
に
は
心
肺
蘇
生

そ
せ
い

（
人

工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

心
肺
蘇
生
だ
け
で
は
心
室
細
動
（
心
臓
が
痙
攣

け
い
れ
ん

し
て
い
る

状
態
）
を
起
こ
し
て
い
る
心
臓
を
正
常
に
戻
す
こ
と
は
困

難
で
す
。
現
在
、
心
室
細
動
に
対
し
て
最
も
有
効
な
の
が

電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
除
細
動
（
心
室
細
動
を
取
り
除
く

こ
と
）
で
す
。

日
本
で
の
病
院
外
の
心
停
止
発
生
件
数
は
年
間
２
〜
３

万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急
車
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
に
は
５
〜
６
分
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
々
が
い
か
に
対
応
で
き
る

か
で
救
命
率
は
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
A
E
D
を
使
用

し
て
除
細
動
を
行
う
一
般
の
方
が
増
え
れ
ば
、
心
停
止
か

ら
除
細
動
実
施
ま
で
の
時
間
を
短
縮
で
き
、
多
く
の
心
停

止
傷
病
者
の
救
命
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

一
般
の
方
で
も
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
A
E
D

心
肺
停
止
し
た
傷
病

し
ょ
う
び
ょ
う

者
を
発
見
さ
れ
た
時
は

A
E
D
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

「
A
E
D
」
で
命
を
救
う

〜
町
内
各
施
設
に
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器

じ
ょ
さ
い
ど
う
き

）
を
設
置
〜

A
E
D
設
置
場
所
一
覧

【
大
飯
地
域
】

役
場
本
庁

町
民
セ
ン
タ
ー

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン
タ
ー

総
合
運
動
公
園
（
管
理
棟
・
ア
ク
ア
マ
リ
ン
）

あ
み
ー
シ
ャ
ン
大
飯

大
飯
中
学
校

本
郷
小
学
校

佐
分
利
小
学
校

大
島
小
学
校

【
名
田
庄
地
域
】

名
田
庄
総
合
事
務
所

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

あ
っ
と
ほ
〜
む
い
き
い
き
館

三
重
遺
跡
の
里
会
館

久
田
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー
　

流
星
館
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

名
田
庄
中
学
校
　

名
田
庄
小
学
校

名
田
庄
体
育
館

役
場
総
務
課

1
77
・
１
１
１
１

町
内
19
箇
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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傷病者発見

「大丈夫ですか？」や「もしもし」な

どと問いかけながら傷病者の肩を軽

く叩
たた

きます。

傷病者に意識がなく反応もない場合、

「誰かきて！」と大声で人を集め、

「あなたは119番に連絡してくださ

い」、別の人には「あなたはAEDを持

ってきてください」と具体的に指示

してください。

傷病者の気道を確保し、自分の耳を

傷病者の口に近づけて息をしている

かどうか確認します。傷病者の胸の

動きや呼吸の音、傷病者の呼吸を自

分の「ほほ」に感じて確認をしてく

ださい。

呼吸をしていない場合、人工呼吸を2

回行います。息は傷病者の胸が上が

るのが見てわかる程度の量を約1秒間

かけて吹き込みます。

2回の人工呼吸が終わったら、ただち

に心臓マッサージを開始します。乳

頭と乳頭を結ぶ線の真ん中を目安に、

胸が4～5 程度沈む強さで圧迫しま

す。また、1分間に100回のテンポで

連続30回絶え間なく行います。

一次救命処置の手順

１
意識の確認と
呼びかけ

２

心臓マッサージ

６
人工呼吸
（省略可）

５

119番通報と
AED手配

３

気道確保
・

呼吸確認

４

▼▼

▼ ▼▼

４
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
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AEDが到着したら電源を入れ音声メ

ッセージに従います。

※救助者が一人だけの場合、AEDを

使用するには心肺蘇生を中断せざる

を得ません。

電極パッドを正しく張り付けると、

器械が傷病者から離れるよう指示し

ます。電気ショックを与える必要が

あるかどうかを判断するために、器

械が自動的に心電図の解析を始めま

す。他の人が傷病者に触れていると

正しい解析ができません。

心電図の解析が終わり電気ショック

が必要と判断されれば、通電ボタン

を押すように器械から指示が出ます。

その指示に従って通電ボタンを押し

てください。この際も必ず他の人は

傷病者から離れてください。直接傷

病者に触れていると感電する危険が

あります。

電気ショックの後は、すぐに心肺蘇

生を再開します。再開して2分経過し

たら、器械が傷病者から離れるよう

指示を出し、再度心電図の解析を始

めます。以後、器械のメッセージに

従ってください。
到着した救急隊に引き継ぐまでは、電極パッ

ドを剥がさずAEDの電源も入れたままにしてお

きます。状況や実施した応急手当、AEDによる

除細動を加えた回数などを伝えます。意識が戻

ってもAEDの電源や電極パッドは剥がさず救急

隊が到着するまで、そのままにしておいてくだ

さい。

電極パッドを取り出し、傷病者の胸

に張り付けます。

※救助者が二人以上いる場合は、電

極パッドを貼る間も心肺蘇生を続け

ます。

電極パッドは胸の右上（鎖骨下）と左下側（乳頭の外側下方）に貼付するのが標準的です。電極パ

ッドは傷病者の肌にしっかり密着させます。電極パッドと肌の間に空気が入っていると電気がうまく

伝わりません。また、体毛の濃い傷病者に対してはAEDの効果が半減するばかりではなく、火傷
やけど

の原

因にもなります。本来張り付ける位置に近い場所で胸毛の少ない場所があればそこへ張り付けます。

予備の電極パッドがあれば、予備の電極パッドで素早く胸毛ごと剥
は

がしてから、新しい電極パッドを

貼り直します。

金属製のアクセサリーは火傷を起こす危険性があります。 外せるものは外しましょう。外すのに手

間取る場合は、電極パッドからアクセサリーをできるだけ遠ざけます。

貼り薬（ニトログリセリン、鎮痛剤など）や湿布薬が電極パッドを張り付ける位置に貼られている

場合はまずこれを剥がし、残っている薬剤をふき取ってから電極パッドを張り付けます。

皮膚の下に心臓ペースメーカーや除細動器が埋め込まれている場合は、胸に硬いこぶのような出っ

張りが見えます。電極パッド張り付け位置にこの出っ張りがある場合、電極パッドを出っ張りから少

なくとも2～3 離して張り付けてください。

AED到着
〈電源ON〉

７
電極パッドを
貼る

８

傷病者から
離れる

９
ショック

10
心臓マッサージ

11
▼▼

▼
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あなたの年金記録を
もう一度ご確認ください

基
礎
年
金
番
号
に
ま
だ
統
合
さ
れ
て

い
な
い
年
金
記
録
も
大
切
に
保
管

平
成
９
年
の
基
礎
年
金
番
号
の
導
入
以
前
に
は
、
転
職
や

転
居
等
に
よ
り
、
お
一
人
が
複
数
の
年
金
番
号
を
持
つ
場
合

も
生
じ
て
い
ま
し
た
が
、
一
人
１
番
号
の
基
礎
年
金
番
号
を

用
い
て
、
年
金
記
録
の
確
認
を
簡
易
・
迅
速
に
行
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
記
録
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
照
会
を
全
被
保

険
者
に
行
い
、
ま
た
、
年
金
の
請
求
時
に
も
ご
本
人
に
確
認

し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
約
５
千
万
件
（
平
成
18
年
６
月
）

の
記
録
が
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
未
統
合
の
記
録
は
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
ま
ま
で
は
年
金
支
給
に
結
び
つ
か
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

年
金
記
録
問
題
へ
の

新
対
応
策
を
進
め
ま
す

被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
加
入
履
歴
を
、
順
次
送
付
し
ま
す
。

５
千
万
件
の
記
録
を
、
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
記
録
と

突
き
合
わ
せ
、
未
統
合
の
記
録
が
あ
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

社
会
保
険
庁
や
町
に
記
録
が
な
い
場
合
に
は
、
領
収
書
等
の

証
拠
が
な
く
て
も
、
銀
行
通
帳
の
出
金
記
録
、
元
雇
用
主
の
証

言
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
第
三
者
委
員
会
で
判
断
し
て
も
ら
う

仕
組
み
を
作
り
ま
す
。

５
年
の
時
効
を
超
え
た
場
合
で
も
、
全
額
お
支
払
い
で
き
る

よ
う
に
す
る
特
例
法
が
７
月
６
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
記
録
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
・
・
・

▼
社
会
保
険
事
務
所
の
専
用
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
は

ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
1
０
１
２
０
・
６
５
７
８
３
０

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
　
　
　

1
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

（
24
時
間
、
土
日
も
対
応
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
に
よ
る
年
金
加

入
履
歴
の
取
得
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.sia.go.jp

）

被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

年
金
記
録
の
デ
ー
タ
入
力
や
変
更
の
処
理
の
誤
り
な
ど
か

ら
、「
ま
じ
め
に
コ
ツ
コ
ツ
と
年
金
保
険
料
を
納
め
て
き
た
の

に
年
金
が
十
分
に
も
ら
え
て
い
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
、
年
金

を
め
ぐ
る
問
題
が
多
数
生
じ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
、
社
会
保
険
庁
で
は
、
次
の
よ
う
に
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

は
、
年
金
記
録
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

役場住民福祉課
177・1111



●
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
「
無
料

体
験
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す

お
お
い
町
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
施
設
　
1

77
・
２
７
５
３

介
護
老
人
保
健
施
設
「
な
ご
み
」

1

77
・
３
１
８
４

※
お
問
い
合
わ
せ
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

6

な
ご
み
診
療
所

こ
ち
ら

な
ご
み
で
は
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
『
無
料
体
験

サ
ー
ビ
ス
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
こ
れ
か

ら
利
用
し
よ
う
か
な
？
」、「
違

う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
ど
う
か

な
？
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
お
試
し
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

＊
無
料
体
験
サ
ー
ビ
ス
を
ご
希

望
の
方
は
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
各
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。（
直
接
施
設
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。）

◆
通
所
リ
ハ
ビ
リ
１
日
の
流
れ

９
時
30
分

施
設
到
着

～
10
時
00
分

体
操
、
入
浴
、
ま

た
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

～
12
時
00
分

昼
食

～
13
時
00
分

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

～
15
時
00
分

お
や
つ
の
時
間

～
15
時
30
分

施
設
出
発

名田庄診療所長　中村伸一

先
日
、
海
外
生
活
が
長
く
、
今

は
東
南
ア
ジ
ア
の
某
国
で
暮
ら
す

友
人
と
メ
ー
ル
連
絡
し
た
際
に
、

お
も
し
ろ
い
こ
と
に
気
づ
き
、
十

数
年
前
の
診
察
上
の
出
来
事
が
一

瞬
に
し
て
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

日
本
と
海
外
と
の
違
い
に
話
題

が
移
り
、「
電
車
や
バ
ス
の
中
で
居

眠
り
す
る
の
は
日
本
人
だ
け
ら
し

オオ
タタ
ガガ
イイ
ササ
ママ
（（
おお
互互
いい
様様
））

〜〜
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
の
次
に
世
界
に

発
信
〜〜

い
ね
。
日
本
人
は
働
き
過
ぎ
で
疲
れ

て
い
る
の
か
な
？
」
と
問
い
か
け
た

と
こ
ろ
、「
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
向
こ

う
じ
ゃ
、
交
通
機
関
の
中
な
ん
か
、

物
騒
で
居
眠
り
な
ん
て
で
き
な
い

よ
。」
と
い
う
返
事
で
し
た
。
居
眠

り
し
た
ス
キ
に
盗
難
に
遭
う
の
は
常

識
だ
そ
う
で
（
だ
か
ら
盗
難
ア
ジ
ア

っ
て
こ
と
は
な
い
で
す
よ
ね
!?
）、

歩
道
を
歩
く
と
き
も
バ
ッ
グ
は
車
道

と
逆
側
の
手
に
持
ち
、
常
に
背
後
に

人
が
つ
い
て
き
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
す
る
そ
う
で
す
。
日
本
人
が
電
車

で
居
眠
り
す
る
の
は
疲
れ
て
い
る
か

ら
で
は
な
く
て
、
日
本
が
安
心
し
て

居
眠
り
で
き
る
社
会
だ
か
ら
だ
そ
う

で
す
。

東
南
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ

カ
に
し
て
も
、
彼
ら
の
社
会
に
は

「
相
互
不
信
」
が
根
付
い
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
が
銃
社
会
で
訴
訟
社
会
で
あ
る
こ

と
な
ど
は
、
相
互
不
信
の
象
徴
で
す

ね
。そ

れ
と
対
局
に
あ
る
の
が
「
相
互

信
頼
」
で
あ
り
、
昔
な
が
ら
の
日
本

人
社
会
で
す
。

そ
こ
で
思
い
出
し
た
の
が
十
数
年

前
の
診
察
室
で
の
話
で
す
。
乗
用
車

運
転
中
に
後
方
か
ら
追
突
さ
れ
た
む

ち
打
ち
の
方
を
診
察
し
ま
し
た
。
ぶ

つ
け
た
方
も
ぶ
つ
け
ら
れ
た
方
も
顔

見
知
り
同
士
で
し
た
。
ぶ
つ
け
ら
れ

た
む
ち
打
ち
の
患
者
さ
ん
が
言
う
の

で
す
。「
こ
ん
な
こ
と
は
お
互
い
様

だ
か
ら
、
お
お
さ
わ
に
し
た
く
な
い

な
」
っ
て
。

こ
れ
が
海
外
な
ら
、
ぶ
つ
け
た
相

手
を
コ
テ
ン
パ
に
や
り
こ
め
て
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
補
償
を
得
よ
う
と

必
死
に
な
る
で
し
ょ
う
。
被
害
者
が

加
害
者
を
か
ば
う
な
ん
て
考
え
も
つ

か
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

軽
い
む
ち
打
ち
だ
か
ら
言
え
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
し
て

も
、
ぶ
つ
け
ら
れ
た
被
害
者
の
こ
の

お
お
ら
か
さ
、
寛
容
さ
に
驚
い
た
覚

え
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
相
互

信
頼
」
で
あ
り
、
手
っ
取
り
早
く
言

う
と
「
お
互
い
様
」
な
の
で
す
。

今
、
世
界
で
は
や
り
つ
つ
あ
る
日

本
独
特
の
言
葉
が
「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」

で
す
。
そ
の
一
言
に
多
く
の
意
味
が

込
め
ら
れ
、
し
か
も
、
他
国
に
な
い

概
念
の
た
め
、
適
切
な
翻
訳
が
で
き

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
そ
の
ま
ん
ま
モ

ッ
タ
イ
ナ
イ
と
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。モ

ッ
タ
イ
ナ
イ
の
次
に
、
世
界
に

広
ま
っ
て
ほ
し
い
日
本
独
自
の
美
し

い
概
念
は
「
オ
タ
ガ
イ
サ
マ
（
お
互

い
様
）」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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【会場（あきない館）行き】

★JR若狭本郷駅発（JR小浜駅経由）
12時50分発　／　16時30分発

★JR小浜駅発　
14時15分発

★ホテル流星館発　
13時30分発

【帰り】

★JR小浜駅行き　
20時30分発

★JR若狭本郷駅行き（JR小浜駅経由）
21時30分発

★ホテル流星館行き　
21時30分

町の「花」町の「木」
「町民指標」を募集しています

募集内容募集内容
（1）町の花　　花卉

か き

名および指定しようとする理由
（2）町の木　　樹木名および指定しようとする理由
（3）町民指標　おおい町の目指すまちづくりにふさわしい指標

応募資格応募資格
応募資格は、町民とします。

応募方法応募方法
同一人の応募は、｢町の花｣、｢町の木｣及び｢町民指標｣それぞれ

につき3点までとします。
ただし、グループ・団体名での応募も可としますが、褒賞

ほうしょう

等
の扱いについては、団体等の大小にかかわらず、個人の扱いとし
ます。
応募は、下記の住所まで持参または封書による郵送のほか、フ

ァクシミリやＥメールでも受付けます。詳しくは、町のホームペ
ージをご覧ください。
〒919-2111 おおい町本郷136-1-1
おおい町役場　総務課　まちの花、木等募集係
ＦＡＸ　77・1289 または
〒917-0393 おおい町名田庄久坂3-41-3
名田庄総合事務所　総務管理課
ＦＡＸ　67・2263

応募期間応募期間
平成19年7月20日（金）から平成19年8月31日（金）まで

（郵送の場合は、当日消印まで有効とする。）

応募用紙応募用紙
指定応募用紙の使用を原則とし、用紙1枚につき1作品としま

す。※応募用紙は、各世帯に配布してあるほか、おおい町役場、
名田庄総合事務所および公民館等に置いてあります。また、おお

い町ホームページ（http://www.town.ohi.fukui.jp/）から、応募
用紙をダウンロードすることもできます。

賞品等賞品等
応募作品の中から、次の賞を贈呈します。

（1）町の花　最優秀賞（採用作品） 1点　2万円相当の記念品
優秀賞　5点以内　1万円相当の記念品

（2）町の木　最優秀賞（採用作品） 1点　2万円相当の記念品
優秀賞　5点以内　1万円相当の記念品

（3）町民指標　最優秀賞（採用作品）1点　5万円相当の記念品
優秀賞　2点以内　3万円相当の記念品

発　表発　表
広報おおい、おおい町ホームページ等で発表し、入賞者には別

途通知します。

著作権等著作権等
応募作品、採用作品等に関する著作権等については、次のとお

りとします。
（1） 採用作品に関する一切の権利は、おおい町に帰属します。
（2）採用作品の使用に当たっては、必要に応じ一部補作、修正
を加える場合があります。
（3）応募者の個人情報については、取扱いに十分配慮し、目的
以外には使用しません。
（4）受賞した作品が、他の著作権、商標等を侵害することが明
らかになった場合は、事後であっても入賞を取り消す場合があり
ます。
（5）応募作品は返却しません。

お問い合わせお問い合わせ
おおい町役場　総務課　まちの花、木等募集係

177・1111（代表）

町民の融和と一体感を醸成させるようなおおい町の「町の花」、「町の木」および「町民指標」の制定を
予定しています。制定するにあたり、町民の皆さんからおおい町に寄せる想いを広く募集し、おおい町の
シンボルとなるような「町の花」等を制定することを目的とします。

名
田
庄
星
の
フ
ィ
エ
ス
タ

臨
時
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い



（上）大飯地域の競技風景（下）名田庄地域の競技

風景。この日は大雨だった

（上）色鮮やかな笹飾りは2階まで届く大きさに

（下）作った飾りをていねいに取り付ける

8

息のあった動作で

みんなの願いが込められた笹
ささ

飾り

たくさんの短冊に色とりどりの飾り。これは国際交
流七夕会で作られた4メートルの大きな笹飾りです。
この日は飾り作りのほか、「七夕の由来」と題した紙
芝居などで参加者が交流しました。参加者の願いが込
められたこの笹飾りは、7日の七夕まで総合町民セン
ターロビーに設置。来場者用の短冊も用意され、日に
日に短冊が増えていました。
（7月1日　国際交流七夕会　総合町民センター）

操法を始めてから、放水で「火」と書かれた的を倒す
までの時間が55秒以内だと減点されません。このタイム
を目標に、どの消防団も本番までにかなりの練習を積ん
できたようです。果たして日頃の成果は十分に発揮でき
たのでしょうか。結果、大飯地域では第3分団第4班（大
島）、名田庄地域では第1分団第3部が見事優勝しました。
結果は次のとおりです。
・大飯地域
【優勝】第3分団第4班（大島）
【2 位】第2分団第3班（岡安）
【3 位】第1分団第4班（本郷）

・名田庄地域
【優勝】第1分団第3部（久坂）
【2 位】第2分団第5部（下）
【3 位】第2分団第4部（小倉・美川）

（6月24日　名田庄地域操法大会　あきない館前
7月1日　大飯地域操法大会　長井浜海水浴場）



（右）小学校児童による手話コーラス（上）簡単朝

ご飯の試食コーナー（下）はしご車試乗体験

安全を祈願して花束を投げ入れた

無事故を願って・・・

今年も大盛況でした

袖
そで

ヶ浜、塩浜、長井浜の町内3海水浴場の
合同浜びらきが行われ、ミス青戸や関係者
が、花束投花や風船を飛ばして海の安全を
祈願しました。毎年多くのお客さんでにぎ
わう海水浴場。楽しい海水浴も事故が起こ
っては台無しです。今年も各地ですでに海
での事故が発生しています。くれぐれも事
故に注意して楽しんでください。
（7月3日　町内海水浴場合同浜びらき安全
祈願式 袖ヶ浜海水浴場）

今年のいきいきまつりは、「子供太鼓」の迫力ある演奏でスタート。オー
プニングでは、はしご車も来場し子どもたちが試乗しました。「地域で支え
るみんなのＷａ 和 輪」をテーマに、講演会や各団体による実践発表、小学
校児童の手話コーラスなどが行われたほか、体験・展示コーナーもあり、い
きいき館の中は多くの人でにぎわっていました。
（7月8日　あっとほーむデッ！いきいきまつり　あっとほ～むいきいき館）

9
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木木 金金 土土

おおい町教育委員会
177-1150

名田庄事務支局
167-3701

ヨガサークル

代表者　木崎敦子さん

そろそろ体型が気になりだ
した20代から50代までの女性
が集まってヨガをしています。
月２回（毎月第２･第４火曜

日）に名田庄山村開発センタ
ーで行なっています。
自分の体型が気になりだし

た方、肩こり・腰痛で悩んで
いる方、是非一度参加してみ
てください。

お問い合わせは

サ～クル紹介

夏休み工作教室
10：00～11：30
場所　名田庄図書館
対象　小学生

中央公民館
パソコン教室
19：30～22：00
対象　一般
場所　総合町民センター

ニュースポーツ
フェスティバル

19：30～21：30
名田庄体育館

高齢者交通安全教室
14：00～
場所　ふるさと交流センター
申込　佐分利公民館178-1211

源氏物語を読む会
9：00～10：30
名田庄図書館

中央公民館
日本の童謡を歌おう
13：30～15：00
場所　総合町民センター
講師　中尾雍子氏

25

愛護センター
大飯支部巡回指導
17：00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

31

30

絵手紙教室
19：30～
講師　渡辺　淳 氏
場所　ふるさと交流センター
申込　佐分利公民館178-1211

11,25

女性教育講座「食育」
第２回「家庭の食育」

13：30～15：00
講師　時岡真佐子 氏
場所　総合町民センター

24

川の遊び講座
13：00～15：00
場所　久田の里森林公園
講師　田中けんじ 氏
対象　親子

ブックスタート
場所　保健福祉センターなごみ

（６ヶ月健診時に実施）
主催　大飯図書館

読書会「源氏物語」（入門編）
13：30～15：00
場所　名田庄図書館

9
子ども映画会
「ムーミン谷の彗星」
第１回　10：00～
第２回　14：00～
場所　大飯図書館

4

大飯図書館では、中学３年生、高校生
を対象に、自主学習を目的とする場合に
限り、２階研修室を開放します。利用希
望者は大飯図書館で学生証（あるいは身
分を証明するもの）を提示のうえ、申込
を行ってください。

大飯図書館からのお知らせ

11

【参加者の声：児童から】
・短い時間だったが、色々なことを教えてもらえた。大学生の皆さんがとて
もうまくて、あんな風になりたいと思った。

・楽しく教室を進めてくれてやりやすかった。
大学生は、パスを受けてからの判断がとて
も速かった。来年もやってほしい。

・ミニゲームが楽しかった。お兄さんたちの
ゲームが見たかった。Ｊリーグに入ってく
ださい。私は「なでしこジャパン」でがん
ばります。

【次回予告】
第3回　 9月21日（金）
第4回　10月19日（金）
第5回　11月30日（金）

8月24日（金）
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月月 火火 水水日日

ブランケットファミリー
ブックスタート
10：00～11：30
場所　名田庄図書館
内容　工作と読み聞かせ

5
布絵本の会
9：30～11：30
場所　名田庄図書館

6

中央公民館　ウクレレ＆
ブルースギター講座
20：00～21：30
講師　重田敬之 氏
場所　総合町民センター

1

愛護センター
大飯支部巡回指導
17：00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

15

8月月

サッカー教室（6月23・24日開催）

講師に静岡産業大学サッカー部員10名を迎え（おおい町体育指導員協
力）、4歳以上から小中学生を対象にサッカー教室を開催しました。サッ
カーを経験したことのない子どもから中学生までが楽しくサッカーに触
れ合えた教室でした。
【参加者の声：保護者から】
・ちゃんとサッカーに触れたのは、恐らく初めてだったと思う。もっと
したいと言っていたので楽しかったのだと思います。

絵本を楽しむ会
13：30～15：00
講師　森脇春美 氏
場所　大飯図書館
おはなし会と読み聞かせ講座

19

町民野球大会
8：00～
場所　総合運動公園

野球場他

26
中央公民館　ウクレレ＆
ブルースギター講座
20：00～21：30
講師　重田敬之 氏
場所　総合町民センター

29

中央公民館　ウクレレ＆
ブルースギター講座
20：00～21：30
講師　重田敬之 氏
場所　総合町民センター

22

旧鯖街道踏破体験事業
（挑戦！京は遠ても十八里）
対象：名田庄地域の小学校5年生

23日 7：45～17：30 名田庄小学校～京都府（鞍馬寺）
24日 8：50～17：30 鞍馬山～京都御所～おおい町

・未満児に適したベストな教
え方でした。（最初はボール
に触らず楽しむことからス
タートするのはとても良い
やり方です）可能なら、も
う少し時間をとって欲しい。

・子どもたちが楽しかったと
喜んでいた。サッカーだけではなく、鬼ごっこなど、子どもが
楽しめていた。是非、来年も参加したい。
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お
知
ら
せ

■おおい町役場
177-1111（代）

■名田庄総合事務所
167-2222（代）

（総務管理課）
167-2222

（郷づくり室）
167-2224

（住民サービス室）
167-2223

（教育委員会事務局　　　　
名田庄事務支局）

167-3701

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
（なごみ保健課）

177-1155（代）

■あっとほ～むいきいき館
（保健福祉室）

167-2000（代）

■ iネットぴあプラザ
（電子情報課）

177-9030

NEWS＆
INFORMATION

楽
・
ら
く
介
護
講
座
　

受
講
生
募
集
中

〜
笑
顔
が
広
が
る
「
ら
く
」
す
る

介
護
〜

「
認
知
症
高
齢
者
の
お
世
話
の
仕
方
」

認
知
症
は
病
気
で
す
。
認
知
症

の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
毎
日

が
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
関
わ
り
方

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

８
月
30
日(

木)

午
後
１

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
講
師

芦
田
秀
幸
氏
（
介
護
福

祉
士
）

「
起
き
上
が
っ
て
、
お
い
し
い
食
事

を
！
」

介
護
を
受
け
る
方
の
生
活
を
広

げ
、
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
楽

に
で
き
る
体
の
起
こ
し
方
の
ポ
イ

ン
ト
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
食

べ
や
す
い
姿
勢
に
つ
い
て
も
学
び

ま
す
。

▼
日
時

９
月
27
日(

木)

午
後
１

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
講
師

荒
木
久
美
子
氏
（
看
護

師
）

▼
場
所

嶺
南
地
域
福
祉
相
談
・

介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費

無
　
料

▼
定
員

各
20
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限

各
講
座
開
催
日
の

３
日
前
ま
で

▼
申
込
方
法

氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
の
講
座
を
会
場
先
に
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
申
込
み

1

52
・
７
８
３
２

F
A
X
52
・

７
８
３
４

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
委
員

役
場
総
務
課

1
77
・
１
１
１
１

お
お
い
町
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。

（
敬
称
略
）

茂
呂
　
實

（
福
井
市：

金
沢
大
学
名
誉
教
授
）

小
谷
　
允
志

（
東
京
都：

記
録
管
理
学
会
会
長
）

赤
松
　
祐
亨
　
（
岡
　
田
）

角
野
　
元
保
　
（
青
　
戸
）

西
　
美
佐
子
　
（
名
田
庄
下
）

木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
要

す
る
費
用
を
助
成

役
場
建
設
課

1
77
・
１
１
１
１

国
・
県
お
よ
び
町
で
は
、
住
宅

の
耐
震
化
の
支
援
事
業
と
し
て
、

耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
３
万
円

の
一
部
を
助
成
し
、
自
己
負
担
３

千
円
で
、
県
登
録
の
耐
震
診
断
士

（
福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
促
進
協
議

会
会
員
）
に
よ
る
診
断
が
受
け
ら

れ
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

お
お
い
町
内
に
、
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
建
設
さ
れ
た
、
一

戸
建
て
木
造
住
宅
を
所
有
し
て
い

る
方

▼
申
込
み
定
数

６
件

▼
申
込
み
受
付
期
間

７
月
２
日
か
ら
（
定
数
に
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。）

▼
そ
の
他

こ
の
診
断
は
一
戸
建
て
木
造
住

宅
の
一
般
診
断
法
（
建
築
物
「
基

礎
、
床
、
柱
、
壁
、
屋
根
な
ど
」

の
目
視
お
よ
び
図
面
に
よ
る
簡
易

な
調
査
に
よ
っ
て
分
か
る
範
囲
の

情
報
に
基
づ
い
て
、
大
地
震
動
で

の
倒
壊
の
可
能
性
を
診
断
す
る
も

の
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染

症
（O

１
５
７
）
に
注
意

県
健
康
増
進
課

1
０
７
７
６
・
20
・
０
３
５
２

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
が

急
増
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ

と
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
防
は
…

調
理
や
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の

後
に
は
、
十
分
に
手
を
洗
い
ま
し

ょ
う
。

調
理
器
具
は
食
品
ご
と
に
こ
ま

め
に
流
水
で
洗
い
、
熱
湯
を
か
け

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

生
野
菜
は
流
水
で
よ
く
洗
い
、

加
熱
す
る
食
品
は
十
分
に
加
熱

（
中
心
部
を
75
℃
で
１
分
間
以
上
）

し
ま
し
ょ
う
。

■
症
状
が
現
れ
た
ら
…

ま
ず
、
医
療
機
関
に
か
か
り
ま

し
ょ
う
。

下
痢
止
め
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

か
え
っ
て
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

抗
生
物
質
の
内
服
治
療
等
に
よ

り
１
週
間
程
度
で
治
り
ま
す
が
、

症
状
の
程
度
に
よ
り
入
院
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

飲
食
店
な
ど
で
調
理
業
務
に
当

た
っ
て
い
る
人
は
、
菌
が
認
め
ら

れ
な
く
な
る
ま
で
就
業
制
限
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
感
染
に
は
特
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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お知らせ

88月月 44日日（（土土））

1188日日（（土土））

「「ココッッププととおお皿皿にに
絵絵ををかかここうう」」

1100時時～～1122時時

「「人人形形」」

詳詳ししくくはは

ききののここのの森森陶陶芸芸館館　　
178－1714

ちちびびっっここ陶陶芸芸教教室室

日時：8月16日（木） 13時～15時　

場所：総合町民センター

名田庄山村開発センター

日頃の悩みごと、いじめ、不登校、体罰、その他人権

に関する相談に人権擁護委員が応じています。相談は無

料で秘密は固く守られますのでご安心ください。

人 権 相 談

人　身 6 6

6

00

8

65 50

本　年 昨年同時期

死　者

傷　者

物　損

内交通事故発生状況
（平成19年7月10日現在）

町

▼
試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員

事
　
務
　
２
名

保
健
師
　
２
名

▼
職
務
内
容

（
事
　
務
）
一
般
事
務
に
従
事

（
保
健
師
）
保
健
業
務
お
よ
び
一
般
事
務
に

従
事

▼
受
験
資
格

（
事
　
務
）
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

（
保
健
師
）
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
保
健

師
の
資
格
取
得
者
ま
た
は
平
成
20
年
３
月
31

日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方

▼
第
一
次
試
験

日
　
時
　
９
月
16
日(

日)

午
前
９
時
か
ら

会
　
場
　
県
立
若
狭
高
等
学
校

方
　
法

教
養
試
験(

高
校
卒
業
程
度
の
択
一
式
筆
記

試
験
）、
適
正
試
験(

対
人
適
応
性
検
査
お
よ
び

一
般
性
格
診
断
検
査
）

発
　
表

10
月
中
旬
に
役
場
お
よ
び
名
田
庄
総
合
事

務
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格
者
に
通
知
し
ま

す
。

▼
第
二
次
試
験

日
　
時

11
月
上
旬
に
行
う
予
定
で
す
。
日
時
、
場

所
に
つ
い
て
は
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

方
　
法

面
接
試
験
、
作
文
試
験

最
終
合
格
発
表

11
月
中
旬
に
役
場
お
よ
び
名
田
庄
総
合
事

務
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格
者
に
通
知
し
ま

す
。

▼
受
験
手
続

申
込
用
紙
は
、
お
お
い
町
役
場
（
総
務
課
）

お
よ
び
名
田
庄
総
合
事
務
所
（
総
務
管
理
課
）

で
交
付
し
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
し
、
中
に
宛
先
を
明
記
し
て
120
円
切

手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、

お
お
い
町
役
場
総
務
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
受
付
期
間

７
月
27
日(

金
）
か
ら
８
月
17
日(

金
）
ま
で

で
、
受
付
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

と
し
ま
す
。(

た
だ
し
土
曜
・
日
曜
は
除
き
ま

す
。）
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
17
日(
金
）
ま
で

の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

町
職
員
募
集

役
場
総
務
課

1

77
・
１
１
１
１

町
で
は
、
来
春
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
性
別
・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼受付期間 7月23日(月)から8月20日(月)まで
▼試験日・場所
9月上旬
公立小浜病院およびレイクヒルズ美方病院

▼採用年月日 平成20年4月1日付け
▼試験区分・採用予定人員
◎公立小浜病院
診療放射線技師 1名、作業療法士 1名、助産師 3名、
看護師　20名

◎レイクヒルズ美方病院　看護師 5名
◎公立小浜病院組合　事務職員 3名
詳しくは公立小浜病院総務課までお問い合わせくだ

さい。

公立小浜病院職員等を募集
公立小浜病院総務課　 152・0990

▼受付期間 7月30日(月)から8月17日(金)まで
▼試験日・場所
9月16日（日）・17日（月）
若狭消防組合消防本部

▼採用年月日 平成20年4月1日付け
▼職種・採用予定人員
消防吏員（消防官）5名以内

▼試験案内・申込書
若狭消防組合総務課または若狭消防組合管内の各分

署で配布します。
詳しくは若狭消防組合総務課までお問い合わせくだ

さい。

若狭消防組合職員募集
若狭消防組合総務課　 152・4007
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一
白
水
星

い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

運
気
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本
命
星
は
循

環
し
定
位
に
泊
し
て
お
り
、
大
き
な

動
き
は
見
ら
れ
ぬ
。
自
ら
重
大
な
事

柄
に
向
か
う
の
は
控
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

自
然
の
動
き
に
任
せ
る
の
が
得
策
。

☆
一
白
水
星

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
生

☆
二
黒
土
星

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
生
、
19
生

☆
三
碧
木
星

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星
　
大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星
　
大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生

☆
七
赤
金
星
　
大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生

☆
八
白
土
星
　
明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
生

☆
九
紫
火
星

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
生

三
碧
木
星

さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

運
気
は
中
運
。
よ
う
や
く
退
路
を

見
つ
け
一
時
の
難
は
避
け
た
が
ま
だ

い
か
に
行
動
す
る
か
の
決
断
が
必
要
、

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
衰
弱
を
待
つ

ば
か
り
躊
躇
せ
ず
決
断
を
。

二
黒
土
星

じ
こ
く
ど
せ
い

運
気
は
本
命
星
が
安
定
し
た
の
で

や
や
落
ち
着
き
を
取
り
も
ど
し
て
き

て
い
る
。
外
部
へ
の
働
き
は
控
え
甘

言
に
注
意
し
周
辺
の
細
事
の
手
直
し

を
計
る
の
が
吉
へ
の
道
。

六
白
金
星

り
く
は
く
き
ん
せ
い

運
気
は
本
命
星
が
そ
れ
ぞ
れ
本
性

を
現
し
、
各
自
が
損
得
を
主
張
し
そ

う
。
無
理
が
道
理
を
押
し
通
す
こ
と

も
あ
り
得
る
。
し
か
し
正
道
は
必
ず

通
る
。
堅
実
に
努
力
あ
る
の
み
。

五
黄
土
星

ご
お
う
ど
せ
い

運
気
は
思
わ
し
く
な
い
方
向
に
向

か
い
つ
つ
あ
る
。
し
っ
か
り
と
足
場

を
固
め
て
お
か
ぬ
と
大
事
に
至
る
。

今
は
新
規
や
拡
張
を
押
さ
え
自
身
の

身
を
守
る
こ
と
が
何
よ
り
大
事
。

四
緑
木
星

し
ろ
く
も
く
せ
い

運
気
は
安
定
し
大
騒
ぎ
は
か
え
っ

て
逆
運
と
も
な
り
か
ね
ぬ
。
心
身
を

静
ま
ら
せ
周
辺
の
整
理
が
必
要
。
乱

れ
か
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
和
の
中
和
を

計
る
の
も
大
切
な
仕
事
。

七
赤
金
星

し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

運
気
は
勢
い
よ
く
上
昇
し
て
い
る
。

今
こ
そ
実
行
の
時
と
な
る
。
多
少
の

障
害
は
つ
き
も
の
と
考
え
前
進
す
る

の
が
勝
ち
。
迷
っ
て
い
て
は
チ
ャ
ン

ス
は
行
き
過
ぎ
て
し
ま
う
。

八
白
土
星

は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

運
気
は
中
運
で
吉
凶
半
端
な
状
態

で
あ
る
。
自
信
の
熱
意
と
努
力
に
よ

っ
て
運
気
は
ど
ち
ら
に
も
傾
き
そ
う
。

こ
こ
は
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
、
と
こ
と

ん
努
力
を
し
て
み
よ
う
。

九
紫
火
星

き
ゅ
う
し
か
せ
い

運
気
は
や
や
平
常
に
戻
り
つ
つ
あ

る
が
ま
だ
ま
だ
油
断
は
出
来
ぬ
。
双

六
の
振
り
出
し
の
如
く
心
機
一
転
も

一
つ
の
方
策
。
安
定
し
た
基
礎
作
り

が
思
わ
ぬ
好
機
を
招
き
そ
う
。

※立春が新しい年の第１日目となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～

8月の運気
（8月8日～9月7日まで）

大飯原子力発電所の運転状況

大飯発電所 出　力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

1号機

2号機

3号機

4号機

117.5万KW

117.5万KW

118万KW

118万KW

昭和54年3月

昭和54年12月

平成3年12月

平成5年2月

1,905.8億ｋWｈ

1,353.6億ｋＷｈ

1,276.7億ｋＷｈ

6,905日

平　成　19 年

7月 8月

7,406日

4,801日

4,512日

※発電電力量および日数は平成19年6月末日現在の数値です。

2,055.4億ｋＷｈ

第21回定期検査 7月11日～本格運転中

本格運転中

本格運転中

第11回定期検査中（8月中旬以降本格運転予定）
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総人口 9,145 （＋ 6）

（＋ 6）

（± 0）

（＋ 7）

女

4,454男

4,691

世帯数 3,075

平成19年7月1日現在　（ ）は前月比

まちの人口

窓戸籍の
平成19年6月14日から

7月11日まで届出分

（敬称略）

名　前　　 性別　　 保護者　　　 住所

山本　一冴
いっさ

男　 明央・実加　　　東　浜

角野　心麗
みれい

女　 永昭・菜美　　 青　戸

柿本　展義
のぶよし

男　 義孝・静　　　 名田庄下

今川　亜海琉
あ み る

女　　和良・めぐみ　 河　村

赤ちゃん

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

名　前　　　　 住所（ ）は旧姓・旧住所

田渕　芳明 6 区
(村宮）由里子 （小浜市）

たかさご

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

名　前　　 年齢　 性別　　 住所

糀谷　勲　　　 85歳　 男　 名田庄下

岩 安雄　　　 76歳 男　　 三　森

田中　儀孝　　　 88歳　　 男　　 石　山

荒木　絹子　　　 76歳　　 女　　 野　尻

畑中　 夫　　 78歳　　 男　　 岡　安

的場　久子　 79歳　　 女　　 名田庄小倉畑

板谷　喜久三　 80歳　　 男　　 名田庄虫鹿野

おくやみ

ごめい福をお祈りします。

なな ごご みみ

いきいきいきいき

■乳幼児健康診査
2か月児・6か月児・1歳児健診

■乳幼児予防接種

ＢＣＧ　
二種混合

■すくすく広場

■精神保健相談・ミニディケア

■リハビリ相談

■マタニティセミナー

■ふれあいのつどい

8月 9日(木)

8月 1日(水）

8月 8日(水)・22日(水)
8月24日(金)・30日(木)

8月31日(金)

8月14日(火)・24日(金）

8月 7日(火）

8月29日(水）

ななごごみみ保保健健課課　　117777--11115555

8 月月

保健福祉センター「なごみ」

■乳幼児健康診査
2～3、6～7、11～12か月児健診　

■乳幼児予防接種

ＢＣＧ

■すくすく広場

■一般健康相談

■ふれあいのつどい

■リハビリ教室

■秋の住民健診
（納田終集会場）

8月 2日(木)

8月 2日(木)
8月10日(金)

毎週木曜日

8月22日(水）

8月 3日(金)・　24日(金)

8月30日(木)

保保健健福福祉祉室室　　116677--22000000

あっとほ～むいきいき館

あっとほ～むいきいき館

親子料理教室 参加者募集中！

◆日　時 8月5日（日） 10時～13時
◆場　所　あっとほ～むいきいき館キッチンスタジオ
◆対　象　町内に住所を有する小学生とその保護者
◆申込締切　8月1日（水）
◆申込先　あっとほ～むいきいき館 116677--22000000
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▼
目
の
前
に
心
肺
停
止
し
た
人
が

倒
れ
て
い
た
ら
・
・
・
。
こ
ん
な

場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
め
っ
た

に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
な
い
と

も
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
▼
お
そ
ら

く
ほ
と
ん
ど
の
人
は
今
ま
で
に
心

肺
蘇
生
の
講
習
を
受
け
た
経
験
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
い

ざ
と
い
う
時
、
冷
静
に
、
適
確
な

処
置
を
で
き
る
人
が
ど
れ
だ
け
い

る
で
し
ょ
う
か
。
▼
今
月
号
に
掲

載
し
た
「
A
E
D
」
は
町
内
19
箇

所
の
施
設
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

▼
一
般
の
方
も
使
用
が
認
め
ら
れ

て
い
る
A
E
D
。
先
日
、
私
も
講

習
を
受
け
ま
し
た
。
器
械
か
ら
は

音
声
で
指
示
が
出
さ
れ
、
操
作
も

そ
れ
ほ
ど
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
で
す
が
、
実
際
に
使
用
す
る
時

は
非
常
に
緊
迫
し
た
状
態
で
す
。

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
よ
う
に
、
皆

さ
ん
も
講
習
の
機
会
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
森
）

編
集
後
記

  

おおい町文化財巡り～その2～

本
像
は
、
顔
を
わ
ず
か
に
左
に
向
け
、
唐
様
か
ら
よ
う

の
甲
よ
ろ
い
を
身
に
ま
と
い
、
左
手
に
宝
塔
ほ
う
と
う

を
捧
げ
、

右
手
は
地
上
を
指
差
し
、
邪
気
じ
ゃ
き

（
夜
叉
や
し
ゃ

）
を
踏

み
つ
け
て
立
っ
て
い
ま
す
。

桧
ひ
の
きの
寄
木
造

よ
せ
ぎ
づ
く
り
で
、
表
情
は
、
忿
怒
ふ
ん
ぬ

の
相
を
刻

み
、
目
鼻
立
ち
の
彫
口
は
穏
や
か
に
、
固
く
閉

じ
る
唇
も
小
さ
く
刻
ま
れ
、
細
く
引
き
締
ま
っ

た
体
つ
き
で
す
。
動
き
が
少
な
く
安
静
な
様
子

を
表
現
し
、
衣
こ
ろ
もや
各
部
に
い
た
る
巧
み
な
表
現

な
ど
は
平
安
時
代
末
頃
の
特
色
が
顕
著
に
表
れ

て
お
り
、
若
狭
地
方
に
残
る
彫
刻
で
は
、

羽
賀
寺

は

が

じ

（
小
浜
市
羽
賀
）
の
毘
沙
門
天

び
し
ゃ
も
ん
て
ん

立
像

り
ゅ
う
ぞ
うに

よ
く
似
て
い
ま
す
。

重要文化財

木造多聞天立像
もくぞうたもんてんりゅうぞう

・平安時代末頃（12世紀）
・像高　163.7

お問い合わせ先／
長楽寺（飯盛寺　小浜市飯盛）
152-6692
おおい町立郷土史料館　
177-2820

長楽寺　おおい町大島（日角浜）


